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事業分野 

 

事業名 ホタル育成事業 

趣旨 

目的 

昔は当たり前に飛んでいた八坂地区のホタルを復活させるた

め、ホタルの育成や学習会・観賞会を行う。 

対象 地区住民 参加人数 約300名 

〈事業内容〉 

１ 概要 

・ 平成４年にホタルボランティア部を発足し、ホタル育成事業が始まりました。 
・ 学習会と観賞会は、５月下旬頃のホタルが飛び始める時期に実施しています。 

・ 観賞会後にホタルの成虫を捕獲して卵を収集し、ふ化させて幼虫飼育の準備をします。 

・ 「ホタルの家」で７月上旬から翌年の３月まで幼虫を育て、川へ放流します。 

・ ホタルの幼虫飼育は、ホタルボランティア部員が当番制で行っています。 

・ 年に３～５回、ホタルが生息する河川の清掃活動を行っています。 

・ ホタルの生息場所を周知する看板を設置し、環境保全に協力を求めています。 

・ 愛媛県の「愛・リバーサポーター」に平成19年から加入し、活動協力を行っています。 
 
 
 
 

２ 日程等 

・ ホタルの幼虫飼育活動及び放流：ホタルの卵収集・ふ化（６月）、ホタルの家で育成（７月～３月）、ホタルの

里の川に放流（３月） 

・ ホタルの里清掃活動：ホタルの里の草刈り・雑草処理・ごみ収集（５月・12月・３月） 

・ ホタル観賞会：ホタルを知る会（ホタルの生態について学習）、ホタル観賞（５月） 

 
３ その他 

・ 「ホタルを知る会・ホタル観賞会」は、地域住民が楽しみながらホタルや地域の 

環境保全について、より深く学ぶことができる貴重な機会となっています。 

・ 子どもたちは生きた教材であるホタルに、卵・幼虫・成虫それぞれの段階ごとに

触れ、地域の環境についても関心をもち、学習するようになりました。 

・ ホタルボランティア部員は、日々の活動を通してホタルの生態に詳しくなり、地

域の環境保全活動についても、積極的に取り組むようになりました。 

・長年の放流活動により、近年は自生ホタルの方が放流ホタルより多い状況となっ

ています。 

今後も地域一丸となって、ホタル育成事業を続けていく体制を堅持する必要があります。 
 

〇 学習会はクイズ形式で面白く、みんな興味をもって聞いていた。（参加者） 

〇 観賞会できれいに舞うホタルを見て、環境保全に対する意識が高まった。（参加者） 

【ホタルを知る会】 

【ホタルの里の清掃活動】 


